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  議会運営委員会  視察・研修報告 

 

 標記の件について，次のとおり 実施 ・ 参加 したので報告します。 

 

視察・研修日 2023/7/27 

視察・研修場所 千曲市役所 

視察・研修項目 オンライン議会の導入について 

参加者 

守谷市側 

梅木委員長 渡辺副委員長 首藤委員 渡辺（大士）委員 

砂川委員 長谷川委員 寺田委員 高梨（恭子）委員 伯耆

田委員 高橋議長  

相手側 
小玉議長 金井副議長 和田監査員 荻原議会運営委員長 

柳澤副委員長  

視察・研修目的 オンライン会議の導入について視察研修を行う 

視察・研修内容 

・オンライン会議の導入について 

オンライン会議の導入に至った経緯 

→R元年 7月頃よりペーパレス会議システム導入の検討が始

まり R2年 4月 30日付総務省通知（新型コロナ感染症対策）

を契機にオンライン会議の導入に至る。 

他議会の事例検討の状況 

→先進地視察としてH27年埼玉県飯能市H29年愛知県江南市

R1岐阜県美濃加茂市などに視察を行った。 

オンライン会議導入に当たり具体的な検討事項 

→委員会条例、会議規則、情報通信機器持込基準等、関係 



 

オンライン会議の開催要件に「育児・介護等のやむを得ない

事由」を含めた理由はどのような想定があるのか？ 

例規の改正に当たっての留意事項 

・会議開催について 

オンライン開催が「必要と認めるとき」の委員長判断方法 

オンライン出席を希望する場合の手順 

委員会本人確認方法 

オンライン出席委員の参加環境の確認（オンライン参加環境

に第三者が入れないよう配慮しているか？） 

異議の有無や賛成（反対）意思の表明方法及びその確認方法 

議事の公開の要請への対応（傍聴者の傍聴方法） 

情報セキュリティ対策について 

 

・質疑応答 

実際のオンライン会議の開催時の様子は？ 

→現状はほぼ行っていない 

守谷市は 4役での会議でオンラインを行っている、少数のた

め行っているが他の委員会や全協などでは活用できていな

いのが現状となっている 

ルールつくり（要綱）が大切になっているが今後の進め方

は？ 

→万一のためにまずは整えたというところ今後の情勢を見

て考えていく 

議会報告会等での活用は考えているのか？ 

→現在議会改革委員会にて要綱を検討中 

視察・研修総括 

（今後の取組み

等） 

過去議会などは紙ベース中心で運営してきたが、デジタル化

の推進によりペーパレス化が進みさらにはコロナ禍でより

デジタル化の波が強くなったと感じる、この度のパンデミッ

クや災害等「人と会えない環境下」においてはタブレットは

有効な手段ではあるが、人の表情であったり顔合わせをした

り議会はそういったものが特に大事なのではないかと、この

ような観点からタブレットはあくまで一つの手段であると

考え、今後も活用法については慎重に調査・研究すべきであ

る。 

 


